
◎印は基本仕様、○印は選択可能なアタッチメントを示します。   
△はロングブームを構成する場合に必要となるアタッチメントを示します。 
＊1 クローラクレーンの上部ブームまたはロングブームの3.0ｍ中継ジブとセット

で使用します。 
＊2 クローラクレーンの中間ブームに転用できます。 
＊3 ロングブーム仕様では上部ブームとして使用します。 
＊4 ロングブーム仕様では4.6ｍテーパブームと、ラッフィングタワーでは下部

タワージブとセットで使用します。 
＊5 ロングブーム仕様で中間ブームとして使用します。 

クローラクレーン 
仕様 

アタッチメント ラッフィングタワー 

6.1ｍ上部ブーム 

4.6ｍ中間テーパブーム＊1 

1.58ｍタワーキャップ 

7.6ｍ下部ブーム（共用） 

3.0ｍ中間ブーム（ケーブルローラ付・共用） 

6.1ｍ中間ブーム（ケーブルローラ付・共用） 

9.1ｍ中間ブーム（ケーブルローラ付・共用）＊2 

9.1ｍタワー専用中間ブーム＊2 

9.1ｍ上部タワージブ＊3 

9.1ｍ下部タワージブ 

3.0ｍ中継ジブ＊4 

3.0ｍ中間タワージブ＊5 

6.1ｍ中間タワージブ＊5 

9.1ｍ中間タワージブ＊5 

200tフック（8枚シーブ） 

150tフック（100t兼用、6枚シーブ） 

100tフック（4枚シーブ） 

65tフック（3枚シーブ） 

35tフック（1枚シーブ） 

13.5tボールフック 

補助シーブ 

主巻ワイヤロープ（φ28×390ｍ） 

補巻ワイヤロープ（φ28×210ｍ）  

ブーム起伏ワイヤロープ（φ22×315ｍ） 

タワー主巻ワイヤロープ（φ28×390ｍ） 

タワージブ起伏ワイヤロープ（φ22×185ｍ） 

タワーブーム起伏ワイヤロープ（φ22×315ｍ） 
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1 7200-2

各ロープ速度はドラム1層目での値です｡
＊印の速度は軽負荷の時の値であり、負荷により速度の変動があります。
単位は国際単位系のSI表示で､{ }内は従来表示です｡
※1 117.1tウェイト（カウンタウェイト8枚、カーボディウェイト2枚）
※2 75.1tウェイト（カウンタウェイト6枚、カーボディウェイトなし）
75.1tウェイトでの能力設定はオプションです。

k主要諸元（型式：7200-2）

仕様 
クローラクレーン ラッフィングタワー 項目 

200×5.0

18.3～73.2

73.2～91.4（ロング） 

37.5×14.4（ロング） 

ｍ 36.6～64.1

25×18.0

2.2{2.2} 

*1.1/0.7

φ28

φ28

φ22

三菱6D24-TLE2A

235/2,000{320/2,000}

27.4～51.8

ブーム（タワー）長さ 

t×ｍ 最大吊り上げ能力 

タワージブ長さ ｍ ー 

ー 

約208※1／166※2

30（16.7） 

1本掛132{13.5}／2本掛123{12.5}

*110～3  

*110～3  

－ 

*（26～2）×2

64.1+51.8

約219※1／177※2

－ 

－ 

約114{1.16}※1／91{0.93}※2 約120{1.22}※1／97{0.99}※2

*110～3  

－ 

*55～3 

*（26～2）×2

ｍ 

kｍ/h

kPa{kgf/cm2}

％（度） 

kN{tf}

mm

mm

mm

kW/min-1{PS/rpm}

t

rpm

m/min 

m/min 

m/min 

m/min

旋回速度 

走行速度 

作業時質量（基本姿勢） 

接地圧 

登坂能力（tanθ） 

定格ラインプル 

名称 

定格出力 

主巻 

補巻 

ブーム（タワー） 

φ22mmジブ（タワージブ） 

最大タワー＋タワージブ長さ 

ロ
ー
プ
速
度 

主巻 

補巻 

タワージブ起伏 

ブーム（タワー）起伏 

エ
ン
ジ
ン 

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ 

k仕様とアタッチメント
（クローラクレーン/ラッフィングタワー）


